
青蓮寺阿弥陀堂（球磨郡多良木町）

ここが青蓮寺/正面に建つのが阿弥陀堂/室町時代中期再建/重要文化財 📹 video

https://youtu.be/979JF9OhkxE


説明板/鎌倉時代初期の建久4年（1193年）に多良木の地に下向した、遠江国（今の静岡県西部）相良荘の武士であった相良頼景の
菩提を弔うために、鎌倉時代の永仁3年（1295年）に上相良三代頼宗が創建したもの/熊本県内最大の茅葺の堂宇





　「国指定重要文化財 青蓮寺阿弥陀堂」と刻まれた標柱



　　こちらにも説明板が立つ



　桁行五間、梁間五間/寄棟造の分厚い茅葺き屋根に向拝一間が付く 📹 video

https://youtu.be/gpX_AplwkdE


　　　　右手から見たところ





　　　　桟唐戸と板張りの外壁/組物は出組/四周に縁が廻る



　　　柱は丸柱で、その上の台輪に大斗がのる/通し肘木と丸桁の間は丸みの無い軒支輪 📹 video

https://youtu.be/xJZKE4BzPrc


　　　　　　二軒に分厚い茅葺き屋根がのる



端部の様子



　　　　アップで見たところ



　　出組の肘木の先端は禅宗様と思われる渦巻き状の繰形をしている



阿弥陀堂の背後に回ると、青蓮寺古塔碑群の標柱と説明板が立っていた





　　　別の説明板



古塔碑群 📹 video

https://youtu.be/QWAb_3-8X4U


　　　上相良一族の五輪塔



　　そこから見た阿弥陀堂 📹 video

https://youtu.be/CtkMMDmeSjk



